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　　　　大牟田支部よリ

　御無沙汰1工しましても天丈1工片時も忘

れまdん・矢張り畦々は望蓮鏡s頸ぴ引

き々し一’C　f“りまt・講話もし．て廻って居

ります・近頃學校の先∠L蓮に宣博して居

りますが・高等小學校の先止に二人程反

射鏡な作らゼましナ：・手作りrSlしてほ誠

に無類の上出來であります（六吋　本）・

此れで時々直轄曾か催ふして盛ります，

此檬にして，決して大牟田から天文rl云

ふ事な遡がす様な事際しない潜りであり

ます・最近lt三池炭鐵の各杜宅蓮中を集

めて講演して居りま噛ず・

　左の通りです・

　　　　　　流星だより

十月七日

同　七日

同　九日

同十五日

同三十日

三井炭二三坑乖正宅聞く人二百人

　　　　　同　萬Hlttttt

　　　　　同　勝立邸宅

　　　　　同四ツlll旧宅

　　　　　宮ノ原融宅

同三十一・日　同　亀光杜宅

十一月五日　；右　1哨所にて

百五十人

　三百人

　二百人
二百二十人

　百二十人

　百五十人

十二月中に四ソ山（甫度）宮ノ原（再演）三

川の三ケ所な満する事になって居ります

　街畦々曲筆學校いPリます・其れで参

考＝なる檬なものがあれば是非途って下

さい・其れからし天界1工画地でLt他の學

界の雑誌よりも個額が良v・ので無理に勘

められない事が多いので困ります（古賀）
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約　二秒間

nVttこのやう々流星在rみました・そ

れ1目すつぜ葡の六月中一日の夜の事

でありましナ：・散歩こ出掛けやうt

してゐ療噂でしたちよつこその時の
事：為9かいてみました。

時昭和二‘r六月一日午前九時20分

場所　牛飼より蛇座のβt天秤座のβ

　Sの間邊ぜ思ふ西より南1：移動す

山回　日記に参考についておいた見

　取三々かいてみますt左の・Pうで

　ありまし7：・すつt糸なひいたミ

　思ったらlfあっt光がまして丸味

　力‘か、りまナこ光度力触目駐じまた再OK一

　丸味がか・’）　t：れこも前の程でな

　かった・色lt青白色でまるでマグ

　ネ“■ウム々も。したやうで・實に

　實に美観で・滞月位の光llあっ7ニ

　ミ思ひます・（金澤留大　小竹昂）
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○家庭宣傳．九日珊府大佐宅，十二日關

中敷師片山腱氏宅，十三日佐々木恒氏宅，

十五日赤磐郡澁谷口口氏宅・

○天騰観測會・十入日より二十五日迄毎

夜午後九時三十分目天満屋紙上で開會，

六高科學會員指導及び聖明の任に當り，

毎回多数の糊二者があっナこ・

○天文に關する展萱會・二十二日から二

十五日迄天竃屋櫻しで開會，本部岡由支

部の禺品［：六高科學會の出品奄加へ・科

學會員説明の勢々執られ・上狛であっナこ・

科學會員諸君の勢プ冶謝する次第噸である，

　その田謡物の虫要なるものは下記の通

りである，

　入口，宇宙の圖，満月の圖，

　第一室・太陽系の圖・大熊星座ε小熊

　星塵・北髄星附近の星座，月面の圖・

　廊下・全天の星座六梅六月の天二枚，

　第二室・1，東西古今の天丈學者隣ジイ

ンス博士・エディント♪。ハーシエ，レ・

アインシタイン・バN■ナード・ガウス、

ゼーり）’　一・カプタイ⊇！・ケルヴイン卿・

ニユ｛トン・カシこ．シヤプレー・カン

ベルヘビケリング・カンノン嬢・ノ、イグ

ンス・ニウカム・　キゴ・ストナー・ブラウ

ン・シレーシン7”ア・エイトケン・

2，十月夜晒の空・ヘヲVクVス星團，アン

ドロメダ星雲，ナリナン星雲・s“　IVセウ

ス星團，ナリオン星座，兎星座，ナ功ナ

ン暗黒星雲

3・太陽系に關するもの，太陽の黒黒占，月

i球，八大遊星の大小比較・

　距離の比較　踊瞳，恒星に關するもの

北斗七星・申緯度にある地で見荒る星座

一愛，上i：　tt上があろ（恒：星の比較）

5，1925年一月二十四日皆既日食の地圖・

6，天文糟葉書（東京，京都，水澤の縮葉

書）7，日本に於ける天丈墓の分布圖・

8，張星に瀾するもの・蛇違び星座ビ自問

回心星座・北斗星群の蓮動・アルゴル’

星，星座模様，ヘルグVス大星團・猴犬

座の星雲，太陽及び種々の星のスペ”5

ル，諸遊星の移動，星廃名穂一萱，星圖

予州

9・各國天文塞の霧眞数十枚・

IO・模型・北斗星群，子午環，天頂儀・

カナダ，ヴイク向や天文姦72吋’墓遠鏡

ウヰ，レソン山百吋望蓮鏡・子午儀・ウキ

ルソン山六十吋望遠鏡‘地球正轄器・天

球・

u，エジプト星座模様，黄道十二宮圖・

12，星座早見各種・

13，京都附近の天聾心分布圖＝＝大忌乱交

蚕，花山天文婁，藤井天丈峯（草津天文

馨），（比壷口天丈肇）・

14，書物ジ難誌等・本朝天文・天丈経緯

國字解，天点点誼・天馬或問，同註解，

談天，博物新編，本暦（大正九年以後の

分八冊）

各種内外國天交雑誌・プレテン等・

　因に十一月分1：　［1！　za告する程の事がな

い．

　　　　倉敷天女蔓通信
○第二十圃公開口十月十五日奥田毅氏指

導の議・に天禮を野墓し7こ・

O第二十一回公開日・木月に天丈豪創立

一周年に相當するので，十一月十日一周

年記念式た畢行し，原名舞曾長式辞な述

べ，水野主事は認念講演ヒして「水星の

太陽衝経過に＝ついて」定題して述べ・書

は水星の太陽颪経過な二言し，夜に天髄

魏武州ほ十日十一一L臼の雨日，天丈二三會

為催し，雨日共ご回宛活動篇眞「宇宙の

驚異」潜観劇iぜしめ，好評な博し7こ・


